
氏名 北岡一弘

学部担当科目
・　読解英語初級
・　読解英語中級
・　実践英語初級

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

授業科目

令　和　３　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本英文学学会会員､関西英文学会会員
英米文化学会
新英米文学会
映像メディア英語教育学会(ATEM)学会会員
全国英語教育学会(JACET)会員

２０世紀英文学研究 / 教室内における、英語学習者の情意面の変化に関する研究など

国際研究誌 Language Teaching Research (SAGE Journals) 査読委員(2022.2〜2022.4)

大阪市立大学大学院文学研究科博士後期課程英語英米文学専修単位取得退学

学術修士号（大阪府立大学）、Master of Arts in English Literature (The University of Warwick, UK)
外国語教育学修士号（関西大学）

英文学、英語教育学、英米文化

最終学歴

　【研究上の特記事項】

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目
・英語Ⅰ
・国際関係論



単著

単著

単著

②

①

③

①

③

（その他）

②

③“Be Clever, Miss!” An
Examination of The
Representations of Feminine
Empowerment in Coraline
(2009)

（学会発表）

①“Into Deeper Darkness”:
Sexual Motifs and Masculinity
in Ian McEwan’s Atonement
(2001)

② War, Dystopia, and “The
Beast with Red Cheeks” in
William Golding’s Lord of the
Flies ”

②

③

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2022年2月

2022年3月

2022年3月

『New Perspective』
 新英米文学会 No.214,
p.12-p.25

『英米文化』 52
英米文化学会

『映像メディア英語教育研
究』 27号
映像メディア英語教育学会
[ATEM] , p.31-p.44


